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 歴史の扉   

どのようにしたら生徒は
歴史を叙述することができるようになるだろうか？

 明治政府の諸改革   

史料や風刺画を通して、
明治の国家づくりがどのように読み解けるのか？

 日露戦争   

どうすれば日露戦争の過程を
世界的なつながりの中で理解することができるのだろうか？

 総力戦となった第一次世界大戦   

どのようにしたら“総力戦”を「大衆化」という概念を踏まえて
考えていけるだろうか？

 第二次世界大戦の展開   

対話を通じて“あの戦争”をあなたは何と呼びますか？

 冷戦下の地域紛争   

主体的・対話的で深い学びを実現するために、
協働学習をどのように活用できるか？

 冷戦の終結とソ連の崩壊   

単元や授業をどのように設計すれば
「生徒自身の探究」になるのだろうか？
◆ COLUMN ◆

歴史について、意思表明をさせることがなぜ必要となっていくのだろうか？   
問いをどうやって他の先生と立てていきますか？  
生徒自身に資料の収集と分析にどう取り組んでもらうか？  
歴史総合の授業でICTを活用する方法とは？  
第三者に「観てもらうための」パフォーマンス課題と評価方法とは？   
戦争を生徒の身近な問題としてどのように扱うか？  
地域の歴史を学ぶフィールドワークは、どのように企画したらよいだろうか？   
パフォーマンス課題を行った際の評価はどうあるべきか？  
同僚の先生と、どう授業準備をしていきますか？  
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